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研究成果の概要（和文）：近年、教育の「質」の向上が厳しく問われている。そもそも教育には機能的側面と「場」と
しての側面の二重性があり、前者の機能的側面は学習の効率化など、すでに教育工学で広く取り上げられてきた。しか
し、その前提となる「場」のはたらき（雰囲気）は、学びへの意欲や主体性の向上、さらには創造性育成やコミュニケ
ーション力の涵養など教育の「質」と深く関わる課題であるにも関わらず、工学的には全く手がつけられていなかった
。そこで本研究では、ヒューマンビッグデータに基づく「場」の可視化技術の確立し、それに基づく大学教育を舞台と
した場づくりと共創的教育イノベーションを実現した。

研究成果の概要（英文）：Improvement of the educational quality becomes very important in recent years. To 
improve it, both a functional side of education and a side as Ba (atmosphere) are essential, however only 
the supporting system for functional side has been developed. Although the Ba is also important for 
cultivation of the will to learning, creativity and the communication which are deeply related to the 
quality of education, it has not been supported from the engineering viewpoint. From this background, 
this study established a visualization system of Ba using human big data analysis and we realized 
co-creative innovation in the quality of education by using the visualization system.
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１．研究開始当初の背景 

 

近年、大学教育のグローバル化とともに大
学における教育サービスの「質」が厳しく問
われている。教育には機能的側面と「場」と
しての側面の二重性があり、前者の機能的側
面は ICT を活用する学習の効率化支援（CAI

や WBT、その延長上に現れた e-learning）
など、すでに教育工学で広く取り上げられて
きた。しかし、その前提となる教育の場づく
り（「場」のはたらき）は、学びへの意欲や
主体性、さらに創造性育成やコミュニケーシ
ョン力の涵養など産業競争力強化のための
教育改革（『人材力強化のための教育改革プ
ラン』、文部科学省 H25.4.23）に不可欠と考
えられているにも関わらず、工学的には全く
手がつけられていない。「場」そのものが潜
在的であり集団の中に遍在化された状態で
あるため、従来手法では評価することが難し
かったのである。しかし、大規模な社会的コ
ミュニケーション現場に生成する膨大な非
言語情報をデータ化できるヒューマンビッ
グデータ計測は、「場」の可視化に向けてブ
レイクスルーとなりうる基盤技術である。そ
して、ビッグデータに基いて「場」を可視化
する技術の確立は教育サービスの在り方を
根本的に変革させる可能性を秘めている。 

 

 

２．研究の目的 

 

そこで本研究では、教育サービスの「質」
と深く関係する「場」のはたらき（雰囲気な
ど）に注目し、１）ヒューマンビッグデータ
に基づく「場」の可視化技術の確立と、それ
に基づく２）大学教育の「場」を介する共創
的教育イノベーションの実現をめざした。こ
れによって喫緊の社会的課題である大学教
育の「質」の評価と改善に取り組むのである。
このとき「場」は身体運動のインターパーソ
ナルな同調性と近接性に表現されると仮定
して可視化を行うこととした。 

 

 

３．研究の方法 

 
研究代表者は人間のコミュニケーション

に関する基礎的研究を踏まえて、「共創シス
テム」というシステム論を構築し、その中で
「場」を介するコミュニケーション技術の応
用を進めてきた実績がある。具体的には、共
創の「二重性モデル」を提案し、意識化され
る顕在的領域だけではなく、意識下の潜在的
な「場」との相補的な関係の重要性を指摘し
てきた。そして両領域間の相互浸透を介して
意味や価値がリアルタイムに創出される過
程に注目してきた。特に、対面コミュニケー
ションの分析から「場」が身体運動のインタ
ーパーソナルな同調性と近接性に表現され
ることを明らかにした。本研究は、これらの

成果を踏まえ、ヒューマンビッグデータに基
づく「場」の可視化を実現し、教育サービス
の共創的イノベーションをめざすものであ
る。そして教育サービスを機能的側面だけで
はなく、それを包摂する「場」としても捉え、
二重性の中で共創的イノベーションとして
構成する点に最大の特徴がある。 
そこで、これらの成果を踏まえて以下の２

つの研究目標を設定した。研究目標１：ヒュ
ーマンビッグデータに基づく「場」の可視化
技術の確立（平成 26 年度）および研究目標
２：教育現場における場づくりと共創的教育
イノベーションの実現（平成 27 年度）であ
る。 
目標１については、社会的コミュニケーシ

ョン行動に関するビッグデータ計測装置
（「ビジネス顕微鏡」（日立製作所））を教育
現場に適用し、「場」を可視化する方法を開
発した。研究代表者がこれまでに確立した
「場」の評価手法を大規模集団に拡張し、そ
の上で一人ひとりの学習行動に注目して、身
体運動（身振りや頷き）のインターパーソナ
ルな同調や空間的な近接関係から「場」を抽
出したのである。 
目標２については、研究代表者らが直接携

わっている理工系の大学教育を取り上げた。
そして教育現場（東工大と金沢工大）におけ
るアクティブラーニング導入など場づくり
を志向する教育と、それに対する「場」の可
視化によって、その取り組みの効果を客観的
に分析した。さらに効果的な学びの場づくり
に向けた「場」のデザイン方法を確立した。 
 
 
４．研究成果 
 
■目標１の成果 （平成 26年度） 
１－１：ヒューマンビッグデータに基づく
「場」の可視化 
研究代表者の三宅（東工大）は、「場」と

深く関わる身体運動のインターパーソナル
な同調および空間的な近接性に基づいて
「場」を評価する方法を確立しているが、そ
れを教育現場における集団的コミュニケー
ション行動に適用し、ヒューマンビッグデー
タに基づく「場」の可視化技術として確立し
た。さらに、研究目標１に参加するグループ
の成果を統合し、教育サービスの共創的イノ
ベーションを実現するための設計支援シス
テムとして構成した。 
１－２：教育サービスにおけるヒューマンビ
ッグデータ計測 
研究協力者の矢野（日立）は、ビッグデー

タ計測手法である「ビジネス顕微鏡」の開発
者であり、同手法を大学の教育現場を計測で
きるシステムとして構築した。さらに研究分
担者の山本（金沢工大）と共に、その技術を
大学教育の現場に適用し、集団的コミュニケ
ーション行動のビッグデータを計測した。 
１－３：教育サービスにおける「場」のモデ



ル化と設計 
研究分担者の小川（東工大）は、連携研究

者の郡司（神戸大）と連携しつつ、上記のビ
ッグデータのデータベースに基づいて集団
的コミュニケーション行動を数理的にモデ
ル化しシミュレーションを実施するととも
に、教育サービスにおける場づくりの設計論
を検討した。 
 
■目標２の計画（平成 27年度） 
２－１：教育現場における場づくりと共創的
イノベーション 
研究代表者の三宅（東工大）は、自らが所

属する理工系の大学教育を取り上げ、教育現
場における場づくりへの取り組み（アクティ
ブラーニング等）とそれに対する「場」の可
視化技術の導入によって、それらの取り組み
の効果を分析し、効果的な学びの場づくりに
向けた場のデザインの方法を確立した。さら
に、研究目標２に参加する教育現場の成果を
統合し、このような場づくりを教育イノベー
ションの PDCA サイクルの中で実践し、教育
効果との相関を分析し、場づくりの方法論と
して確立した。 
２－２：東京工業大学における教育の場づく
りの実践 
 研究協力者の東工大教育推進室は、東工大
が進める創造性教育の現場等において「場」
の評価と教育効果の関係を調査し、多様な教
育現場における場づくりの事例を収集し、デ
ータベース化した。 
２－３：金沢工業大学における教育の場づく
りの実践 
研究分担者の山本（金沢工大）の所属する

金沢工大では、アクティブラーニングを全学
的に導入しており、その効果を「場」の可視
化を介して客観的に評価し、データベース化
を進めた。 
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